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2025年6月1日、厚生労働省が労働安全衛生規則を改正し、事業者に対して熱中症対策を講じることを義務付けました

（対策を怠った場合には罰則があります）

私たち制作会社に求められる対策は、以下の3点。

① 報告体制の整備（見つける）
熱中症のリスクがある労働者を早期に発見し、適切な対応ができる体制を整備すること

② 実施手順の作成（判断する）
熱中症患者発生時の緊急連絡網や搬送手順など、具体的な対策手順を作成し、周知すること

③ 関係者への周知（対処する）
作成した体制や手順を、関係者全員に周知徹底すること

熱中症対策の対象は
「WBGT*28度以上または気温31度以上の環境下で、連続1時間以上または1日4時間を超えて実施」が見込まれる作業です。

これは夏季に屋外で行われる撮影・ロケハンなどのほとんどの作業が対象となり、
かつ屋内でも空調施設が十分でなかったり、空調を止めて作業を行う場合なども対象となる可能性があります。

※WBGTとは、暑さ指数です。気温ではありません。（詳しくは、環境省熱中症予防情報サイト参照 https://www.wbgt.env.go.jp/）

職場での熱中症対策が義務化されました

https://www.wbgt.env.go.jp/
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熱中症現場連絡フロー ※厚生労働省による改正労働安全衛生規則を参考にしています

経過観察でよいかの
判断材料として

＃７１１９の活用も



基本対応策(制作会社) 事前

2. 撮影当日の天候や気温は、スタッフに事前周知をし、各所への対応を促し、準備をする

3. 撮影現場周辺の医療機関を確認しておく

4. 気象庁の「熱中症警戒アプリ」も活用しましょう！

https://apps.apple.com/us/app/%E7%86%B1%E4%B8%AD%E7%97%87%E8%AD%A6%E6%88%92-%E6%B0%97%E8%B1%A1%E5%BA%81/id1527032351

https://www.wbgt.env.go.jp/1. 熱中症警戒アラートメール配信サービスの利用 ※環境庁のHPより

https://plus.sugumail.com/usr/env/home



基本対応策(制作会社) 当日

2. 熱中症アラート対象見込みの日時に作業の場合は、熱中症対策担当制作を配備し、
現場にて定期的な声掛け、水分補給を促すことを行う

3. 撮影の規模により、適宜 メディックの常駐を検討する

4. 食事はきちんと取れるように、撮影の香盤には配慮する

1. 撮影関係者が、数十名以上になる大規模な現場は、
空調の効いた（直射日光の当たらない）スタッフ控え室の用意を

5. 食事を取る際は、涼しい屋内で取れるように場所の検討を



基本対応策(制作会社) 備品(参考)

※広告会社・広告主とは事前にリスクを共有し、コストについても担当プロデューサーより事前に必ず確認を

イージーアップテント スポットクーラー ミスト扇風機 コンパクトミスト発生機 空調服

※当日の服装などへの留意も呼びかける
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暑さ指数 （https://www.wbgt.env.go.jp/  熱中症予防情報サイトより)

熱中症対策が
必要とされるライン

※「WBGT28・気温31°に満たない場合、熱中症対策をする必要なし」ということではありません。

https://www.wbgt.env.go.jp/


熱中症を引き起こす条件は、「環境」と「からだ」と「行動」によるものが考えられます。
「環境」の要因は、気温が高い、湿度が高い、風が弱いなどがあります。
「からだ」の要因は、激しい労働や運動によって体内に著しい熱が生じたり、暑い環境に体が十分に対応できないことなどがあります。
その結果、熱中症を引き起こす可能性があります。

熱中症とは① 引き起こす原因 （https://www.wbgt.env.go.jp/  熱中症予防情報サイトより)

環境 からだ 行動

https://www.wbgt.env.go.jp/


熱中症とは②  主な症状 （https://anzeninfo.mhlw.go.jp/yougo/yougo09_1.html  厚労省 職場のあんぜんサイト)

Ⅰ度 軽症 熱失神
体温を下げるために皮膚血管の拡張反応が生じることにより、
脳への血流が一時的に減少するために生ずる立ちくらみのことをいいます。

Ⅰ度 軽症 熱けいれん
汗で失われた塩分を補給できないことにより、
血中の塩分濃度が低下することにより生じる筋肉のこむら返りや筋肉の痛みのことです。

Ⅱ度 中等症 熱疲労
脱水が進行して、全身のだるさや集中力の低下した状態をいい、
頭痛、気分の不快、吐き気、嘔吐などが起こります。
放置しておくと、致命的な「熱射病」に至ります。

Ⅲ度 重症 熱射病
体温の上昇のために中枢機能に異常をきたした状態で、
中枢神経症状や腎臓・肝臓機能障害、さらには血液凝固異常まで生じることがあります。
高体温、意識障害、呼びかけや刺激への反応が鈍い、言動が不自然、ふらつく、
などの症状がみられます。

https://www.wbgt.env.go.jp/


熱中症になってしまったら

出典：環境省：熱中症環境保健マニュアル



熱中症かな？（見つける目安/他人が見つける or 自分で見つける）



経過観察か？医療機関へ搬送か？（判断する目安）

少なくとも、下記の症状がある場合は

躊躇なく医療機関へ搬送
Yes or No

Yes or No

Yes or No



熱中症チェックシート（参考）

熱中症の疑いがある患者について

医療機関が知りたいこと

出典：環境省：熱中症環境保健マニュアル
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